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本書を書こうとしたのにはいくつかのきっかけがあった。まず、琵琶文化に関する研究は日本においてさえほとんどないということである。千年以上にもわたり、日本の音楽文化をさまざまな形で豊かにしてきたこの楽器についての総合的な研究論文はほとんどない。しかし22曲を収めた本書もけっしてこうした不備を補うものではなく、包括的であるとは言いがたい。というのは、実際に演奏することを考慮し焦点を絞って選曲したためである。
私は、1983年に音楽学者として琵琶文化、とりわけ筑前琵琶を研究するために来日した。今日では二人の「人間国宝」を生んだ筑前琵琶ではあるが、その全体像を把握するにはあまりにも研究がなされていないことに気づいた。そのうち、この音楽への最も賢明なアプローチは、基本から始めることであると確信するに至った。つまりこの音楽にじかに触れ、実践的に取り組んで、筑前琵琶奏者になろうと決意したのである。そして、筑前琵琶日本橘会（以下橘会と略す）の山崎旭萃師に入門した。
琵琶曲の詞章や歌唱、楽器の研究、そして師匠から弟子への伝授の方法および日本社会における稽古のあり方を深く掘り下げて初めて、この芸術の歴史や実践、およびこの芸術が日本人にどのように受け入れられたかを理解できるだろうと思えた。そうすることによって琵琶文化を内側から見ることができ、日本の音楽史研究の基礎として役立つと思ったのである。
私の実践の根本は何といっても詞章の意味を理解することであった。歌ったり語ったりする内容を正確に知らなければ、この芸術に取り組む意味はない。しかし詞章は文語体で書かれているので、現代日本語の語彙や表現とかけ離れているものが多い。つまり今の時代を生きる日本人にとっても難しいのである。そのため、琵琶の稽古を始めてすぐに徹底的に詞章を研究し始めた。その成果が本書の核となっている。
技術が上達した段階で、国内だけでなく国外でも演奏活動を始めた。そのなかで、詞章を翻訳することが自分自身のためだけではなく、国外にこの芸術を広めるためにも不可欠であることに気づいた。日本人以外の聞き手に音楽的になじみのない語り芸術への関心を高めてもらうことは、信頼できる詞章の翻訳があって初めて可能である。それゆえ、本書は日本の主要な音楽ジャンルの一つである琵琶が、海外からの評価を得るための重要な手がかりともなりうると確信する。しかも、収録された22曲についての言語的、歴史的、音楽的な分析は日本国内の橘会の会員にはもちろん、琵琶に関心を持つすべての人にとっても役立つものと思われる。というのは、日本の琵琶の師匠が稽古で教えるのは、演奏上の実践的な側面だけであり、音楽の形式や構成、詞章の背景を教えることはまずないからである。橘会の家元の令嬢である橘旭帝師（現橘会副会長）がこの企画を非常に歓迎したのはこうした理由によるのである。
橘会の演目は全84曲を数えるが、本書で紹介するのはそのうちのわずか四分の一である。選曲の基準は以下の通りである。まず、私がこの38年間に学び、実際に舞台で演奏したものに絞った。さらに、現代の演奏者が演奏することができる曲を選んだ。実際、84曲のなかには現在ほとんど演奏されなくなってしまったものもある。しかしながら、今日、多くの人が学び演奏する曲をすべて選んだわけではない。私にとって重要なのは、内容と様式について、できる限り多くの種類を採録することであった。
本書の冒頭の曲『安達ヶ原』は平安時代の物語であり、最後の『西郷隆盛』は明治初期の英雄譚である。つまり平安時代から明治時代に至る主要な時代ごとに少なくとも一つは採ってある。筑前琵琶の作曲者は作品を娯楽のためだけに作ったのではなく、教育的な意味をも持たせようとした。明治時代というのは西洋からの事物が称揚され、日本的な価値に対する評価が下がった時代だったが、筑前琵琶の創始者たちは、同時代を生きる人々に日本の歴史を知ることの大切さを再認識させようと意図したのである。
私の選曲において重視したのは曲の内容の歴史的側面であるが、様式という観点もなおざりにはしていない。様式についていえば、すべての曲は同じような構成を持っている。すなわち器楽による合いの手と声楽による旋律の定型は基本的に変わることなく、このジャンルを表す特徴となっている。しかし、『都落ち』のように歌唱に重点を置いたものもあれば、『安宅』のように明らかに「語り」に重点を置いたものもある。ほとんどの曲は橘会を創設した初代橘旭宗が作曲したものであるが、わずかに我が師山崎旭萃の作曲もある。
山崎師の作曲にはいろいろな特徴がある。「人間国宝」であった山崎師は卓越した演奏者であったため、特に弾奏において、高度な技術が要求される名人芸的要素を強調した作品を生み出し、新しい演奏技法を開発しさえしている。また、歌唱部分の作りにおいても、師匠であり助言者でもあった橘旭宗の作品とは様式的に異なる要素が多く見られる。
84曲のなかから22曲を選ぶ際、数多くの美しい曲や重要な曲を落とさざるを得なかったのだが、同じ題材を扱った曲を二つ選んだ場合もある。『壇の浦』と『壇の浦悲曲』である。基本的には同じ出来事を扱っているが、片方は「語りもの」であり、もう一方は歌唱に重点を置いた「歌いもの」という明白な違いがある。さらに『壇の浦悲曲』は山崎旭萃師の作曲であるが、華麗な貴族文化の時代であった平安時代（794-1185）に終止符を打った重要な歴史上の出来事を、現代の日本人がどのように捉えているかがはっきりと表れている。そのため、これを取り上げることには意味があると考えたのである。
私の選曲のなかで、演奏者にも聞き手にも等しく人気のある作品は、ほとんど源氏と平家の戦いに材をとったもので、主に『平家物語』を拠り所としている。『平家物語』は、数百年にわたり平家琵琶の伴奏を伴って語り継がれ、近代の琵琶文化にも大きな影響を与えてきたが、それにはこの叙事詩が仏教的な無常観を基礎として、戦という困難な時代に生きなければならなかった人々の喜怒哀楽を生き生きと描写した物語であるところが大きいと思われる。
現代日本人の中で、『平家物語』は今も親しまれているが、琵琶と結びついた音楽作品であることは忘れられがちである。今そのことを強調することは、日本の音楽文化にとって非常に重要なことであると考えている。
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[image: ]1951年スイスに生れる。1975年チューリヒ市立音楽院でピアノの教授資格を取得後、チューリヒ国立大学に入学。1983年ショパンのワルツ研究によって音楽学博士号(PhD)を取得。同年琵琶の研究のために日本文部省留学生として来日。大阪大学文学部に在籍すると共に筑前琵琶を橘会宗範の山崎旭萃（人間国宝）のもとで学ぶ。1988年より大阪学院大学国際学部で比較芸能論を担当。1993年、高槻市制施行50周年記念高槻芸術選賞の文化奨励賞を受賞。
1994年演奏会シリーズ「琵琶プラス」（1994～2013年、リサイタル20本制作）、続いて「琵琶の調べ…」シリーズ（2015～2019年、リサイタル10本制作。たかくさ・わこ（ブライトワン株式会社）の協賛）を開催。1996年日本琵琶楽協会主催の第33回琵琶コンクールにおいて「特別賞」受賞。同年、筑前琵琶橘会「師範」の資格を取得。1999～2003年、同志社女子大学音楽学科教授。2003年大阪学院大学に復職。2006年から奥村旭翠（人間国宝）に師事し、2013年奥村旭翠会に入会。2014年筑前琵琶橘会「秀師範」の資格を取得。2015年、「大津市文化賞」を受賞。ドイツ、スイス、オーストラリア、アメリカにおいて国際交流基金の支援もあり、数多くのコンサートを開催。琵琶音楽とショパンに関するドイツ語、英語、日本語での論考多数。
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